
地 方 税 財 源 の 充 実 ・ 強 化 

 

注）平成27年度までは決算額、28年度は2月補正後予算額、29年度は当初予算額 

南海トラフ地震対策の抜本強化・加速化  
H29予算：330億円 

～第3期高知県南海トラフ地震対策行動計画の着実な実行～ 

（単位：億円） 
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H24 H25 H26 H27 H28 H29

生活を立ち上げる対策 命をつなぐ対策 命を守る対策 取組数

〔単位：億円〕 〔取組数〕

予算額

取組数

南海トラフ地震対策関連当初予算及び取組数の推移 

〇「命を守る」対策に最優先で取り組んだ結果、津波避難空間の整備や県有建築 
 物の耐震化等が一定進捗した。今後住宅の耐震化や非構造部材等の脱落対 
  策や浦戸湾の湾防護など残されたハード対策を着実に進める。 
 
○ 熊本地震の教訓を踏まえて対策を強化するとともに、第３期南海トラフ地震対 
 策行動計画における８つの重点課題の解決に向け、「命を守る」対策を引き続き 
 徹底し、「命をつなぐ」対策のさらなる掘り下げ・具体化、県民への啓発の充実・ 
 強化に全力で取り組む。 
 
 
 

 
・既存住宅の耐震化 
・室内の安全確保対策 
・避難路の点検による課題整理・対応方 
 針の検討              など 
・ 
 
・物資配送に係る運営マニュアル策定 
・前方展開型の医療救護体制の構築 
・応急期に必要となる機能の広域調整の 
 実施                 など 
 
 
・起震車による揺れ体験 
・「自助」、「共助」による事前備えの啓発 
 
 
 
 
 

 

「命を守る」対策 211億円 

「命をつなぐ」対策 104億円 

「生活を立ち上げる」対策 15億円 
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448億円 
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社会保障関係費の推移 

（単位：億円） 
約2倍以上 

県債残高と臨時財政対策債の残高の推移 

7,156 6,889 6,613 6,372 6,201 5,944 5,744 5,443 5,218 5,084 5,050 4,979 4,944 4,971 5,024 

795 1,113 1,347 1,547 1,705 1,898 2,304 2,758 3,042 3,249 3,446 3,544 3,637 3,657 3,633 
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臨時財政対策債 県債残高（臨財債除き） 

42.0％ 

10.0％ 

南海トラフ地震による想定死者数をゼロに近づけるために乗り越えるべき課題
はまだまだ山積のため、今後も財源措置が必要。 

  

 

 

H30からH34の間で約1,300億円の予算が必要！ ⇒ 


